

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                                      
３０ 『評伝宗方小太郎―大陸浪人の歴史的役割
―』熊本出版文化会館、1997年、239頁。 
３１ 根津一「支那時局概観」『支那』第4巻第15号、
1913年8月。 
３２ 大学史編纂委員会編『東亜同文書院大学史
―創立八十周年記念誌―』滬友会、1982年、 
105-107頁。 
３３ 「満蒙問題と有志」『東京朝日新聞』1913年
1月9日。 
３４ 「東亜同文会の宣明」『東京朝日新聞』1913
年1月11日。 
３５ 東亜同文会「敬告」『支那』第4巻第2号、1913
年1月。 
３６ 「同文会の決議」『東京朝日新聞』1913年1月
12日。 
３７ 西島函南「大種族団体的競争与中日同盟」
『支那』第4巻第3号、1913年2月、2-3頁。 
３８ 山口昇「孫逸仙氏」『支那』第4巻第3号、1913
年2月、24頁。 
３９ 小川平吉はこの内容を、1914年9月以来要路
並びに同志に論説し、12月にこれを記述謄
写したという。小川平吉「対支外交東洋平和
根本策」『小川平吉関係文書』 ２、83-84頁、
86頁) 
４０ 「日支交渉」『支那』第6巻第8号、1915年4月。 
４１ 根津一「根津院長時局意見書三編」『東亜同
文会史』256-260頁。 
４２ 前掲翟新「辛亥革命と初期共和国家認識」 
205頁。 
４３ 「支那における帝政運動」『支那』第6巻第19
号、1915年10月。 
４４ 「帝政問題」『支那』第6巻第24号、1915年12
月、2頁。 
４５ 「帝政中止すべし」『支那』第7巻第2号、1916
年1月、4頁。 
